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(1) 動機： 国勢調査結果に関して，詳細な属性を全国

で利用できる最小レベルの空間単位は，町丁・字

等と 500m メッシュである．よく知られるこれらの差異

は，実質地域的あるいは形式地域的であるか，地

区の面積が一定であるか，境界が時系列的に安定

しているか，などの点である．本報告では，実質地

域／形式地域の違いに注目して，小地域統計に基

づく社会地区類型に与える影響を明らかにする． 
(2) 方法： まず，町丁・字等と 500m メッシュの両方に

ついて，2005 年の国勢調査結果から居住者特性

に関する全国分の 37 指標を算出する．そして，こ

れらの指標に関する基本的な統計量として分散を

求め，類型化に与える影響を検討する．そのうえで

37 指標と，住宅に関する 6 指標を除いた 31 指標の

2 つのデータを用意し，計 4 パターンについて，自

己組織化マップ（SOM）を利用した類型化を行ない，

分類性能の観点から，町丁・字等と 500mメッシュの

間の実質地域／形式地域の違いが社会地区類型

にどのような影響を与えているかを検討する． 
(3) 意義： 空間単位の違いによって指標値の分布や

見 え 方 が 異 な る 問 題 は ， 可 変 単 位 地 区 問 題

（MAUP）として知られる．可変単位地区問題が

個々の指標やその類型化に与える影響を把握する

ことで，対象や用途に応じた適切な空間単位の選

択とその類型化を行なうことが可能になる． 
(4) 結果：  

・ 500m メッシュの分散は，就業状態や職業構成な

どの多くの指標に関して，町丁・字等よりも同程度

あるいは大きくなった．これらの指標に関しては，

500m メッシュのほうが地域的な偏在を捉えやす

いものであるといえる． 
・ 住宅に関する 6 指標に関しては，町丁・字等のほ

うが大きな分散を示した（図 1）．これについては，

住宅団地等の境界が町丁・字等の境界と一致す

ることが多いためと考えることができ，町丁・字等

のほうがより実質地域的であるといえる． 
・ それぞれ25類型に分類した結果，37指標の場合

は，500m メッシュよりも町丁・字等のほうが，クラス

ター内平方和の割合は低くなった（表 1）．住宅に

関する6指標を除く31指標の場合，町丁・字等に

ついては 37 指標とそれほど違いがないが，500m
メッシュに関しては一定の減少を確認できた．空

間単位の境界と実質的な地域との対応関係が，

住宅に関する 6 指標を通じて，類型化に対しても

一定の影響を与えていると考えることができる． 
・ これらの結果から，社会地区類型の作成には，町

丁・字等のほうが適していると考えられる． 
 

 
図 1： 住宅に関する 6 指標の分散 

これらの指標は，世帯総数に占める比率である．分

散が大きい（指標値にばらつきが大きい）ほど，地域

に偏在する局所的な特徴が指標に反映されている

と考えることができる． 

表 1： 総平方和に対するクラスター内平方和の割合 

37指標 32.1% 40.4%

31指標 31.6% 36.6%
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この割合は，それぞれ 10 回ずつ繰り返した計算

結果の平均値である．クラスター内平方和は，

SOM によって得られた社会地区類型と，個々の

地区間の非類似度の総計であり，総平方和とと

もに人口の重みをつけて割合を算出している．

総平方和に占めるクラスター内平方和の割合が

小さいほど，クラスター間の違いが大きくなり，よ

り優れた類型化がなされていることになる． 

 


